
 損益計算書は、ある一定期間における企業の経営成績を明らかにするため、その期間中に得たすべての収益、これに対応する全ての費用、最終的な損益を記載

する報告書です。 

３つの項目で経営結果

を表します。 

・本業による損益が分かります。 

水道事業の本業は、水を作ってみなさんにお届けすることです。そのた

めに必要な費用やみなさんからいただいた水道料金などの主な営業活動

の結果を表しています。 

・経営活動による損益が分かります。 

本業に関する損益に加えて、国や県の補助金などによる収入や、借入利

息の支払などの資金調達に関する損益の結果を表しています。 

・1 年間のすべての損益の結果を表しています。 

  

  財務三表の見方 

損益計算書とは 

 

② 

③  

①  

① 営業利益又は営業損失 

② 経常利益又は経常損失 

③ 当年度純利益又は当年度純損失 



 貸借対照表は、年末時点に企業が保有しているすべての資産、負債、資本を表示する報告書です。 

表左側「資産の部」は保有している資産の残高が分かります。表右側「負債の部」「資本の部」は、資産を所得するためにどのように資金調達したかが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

貸借対照表とは 

 

資産は性質によって「固定資産」と「流動資産」に分かれます。 

区分の仕方は、1 年間のうちに現金化できるものを「流動資産」、

できないものを「固定資産」としています。 

この区分のルールを「ワンイヤールール」と呼びます。 

負債は、企業債が代表されるよう

に、他社に返さなければならない

（支払い義務がある）お金です。 

 

繰延収益は、資産の所得（水道管の

整備等）の際に国や府から受けた補

助金など、返す必要のないお金で

す。 

 

資本は資本金や事業で生み出して

きた利益などで、返す必要のないお

金です。 

        お金の使い道 

集められたお金が「どのような状態」で

「どれだけ」あるかが分かります。 

お金の集め方 

資産を得るためのお金を 

「どのように」集めたかが分かります。 



 キャッシュ・フローは、対象年度中の現金の増減とその内容を表す報告書です。 

損益計算書や貸借対照表からは読み取りにくい「1 年間の現金の流れ」をその理由と合わせて知ることができます。 

 
キャッシュ・フローとは 

 

業務活動によるキャッシュ・フローは、

水道事業本来の営業活動でお金を稼げ

ているのかを示します。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、

水道施設の更新など設備投資にどれだ

け資金を使ったか、また、その財源と

なった収入を示しています。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、

借入金と返済額を示します。 

④ 現金を増やすことはできた？ 

現金が増えているか、減っているかを確認します。 

各項目の現金の増減を確認することで、その原因が分かります。 

①「業務活動によるキャッシュ・フロー」はプラス？ 
水道事業を続けていくためには、本来の業務活動で得た水道料金で、水を

きれいにするための浄水場や水道管の維持管理、更新をしていかなければな

りません。 

そのためには、「業務活動によるキャッシュ・フロー」は必ずプラスになる

必要があります。 

②「投資活動によるキャッシュ・フロー」はどの程度マイナス？ 

 現在、多くの水道施設が更新期を迎えており、多額の更新費用が必要と

なります。 

施設を更新すれば「投資活動によるキャッシュ・フロー」はマイナスとな

りますが、その規模が重要です。 

③ 「財務活動によるキャッシュ・フロー」はプラス？マイナス？ 

 水道事業では、水道料金に加えて、お金を借りることで水道施設の更新

を行っています。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、借入と返済によるお金の増減

を表し、借りた金額よりも返す金額の方が多ければマイナス、借りた金額

が返す金額よりも多ければプラスになります。 

② 

① 

④ 

③ 


